
以下の手順通り、正しく取り付けてください。

【SF-WM型、SF-WL型の場合】

【JF-AF型、JF-AG型の場合】

6.

q上面施工金具の取付け
w水栓本体の取付け
eソケットと止水栓の取付け
r給水・給湯ホースの接続
□通水確認
□泡沫口、ストレーナの掃除
□流量の調節
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2.  施工方法

部品の確認

上面施工金具
ソケット×2

逆止弁ソケット×2

上面施工金具
ソケット×2

逆止弁ソケット×2

ねじ穴

アダプター

アダプターガイド

アダプター

白着色ボルト

ホルダーが
共回りして
カチッとはまる

袋をあけず浄水スパウト
に付けたままお客さまに
お渡しください。

浄水スパウト

スパナでそれぞれのボルトを約1/2回転増締めする。

JF-AF442型　
JF-AG442型　

SF-WM420型　
SF-WL420型
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C：裏面取付作業
　  必要スペース寸法

図1. 裏面取付作業必要
　    スペース寸法
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中心振分けの場合

図1に示す範囲以内

片側偏芯の場合

200±10mm

φ37±2mm

80～100±10mm
400±10mm 360±10mm

0mm 120～150mm

6～30mm

0～－50mm
30～35mm

A：取付可能穴径
B：取付可能カウンター厚さ
C：裏面取付作業必要スペース寸法
D：給水・給湯止水栓芯々寸法
E：水栓取付面から給水・給湯用止水栓中心までの寸法
F：水栓中心から給水・給湯の止水栓接続中心までの寸法
G：止水栓の標準寸法
H：水栓中心から給水・給湯芯々の中心までの寸法

前面

黒く塗った部分

無着色ボルト 白着色ボルト

無着色ボルトが
上がってくる

白着色ボルト

無着色ボルト

白着色ボルト

無着色ボルト

アダプター

前面

白着色ボルト

無着色ボルト
白着色ボルト

ホルダー

注 意

ポイント
●無着色ボルトは引っかからないように
少し引っぱり上げておく。

●ホルダーがカウンター裏面の障害物に
引っかかり、正しい位置に取付けでき
ない場合は、白着色ボルトを数回左右
に回してください。

上面施工金具は向きに注意して、正しく取り
付けてください。
※正しく取り付けないと水栓本体の固定強度が低
下するなど、不具合の原因となります。

無着色ボルト

水栓取付穴

ホルダー

確 認
4本のガイドが
取付穴に確実
に入っている
こと。

ガイド

注 意
ゆっくり回してください。
※高速回転はしないでください。
正しく施工できなくなる恐れがあります。

各ボルトを交互に締め付け、締付力が
均等になるようにする。

ポイント

注 意
締め付けすぎないでください。

アダプターのぐらつきがないこと。

ポイント

SF-WM420型 SF-WL420型
JF-AF442型 JF-AG442型　

水道水および飲用可能な井戸水(※1)以下

（PF1/2）呼び系径13mm

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押えた配管設備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中に湯温が
　急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

（一般的な行動指示記号です。）

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

PMS-2370(17020)

1.  施工の前に

お客さまに引き渡すときは、取扱説
明書

取　付　条　件

給湯器設定温度

水栓取付穴：φ35～φ39㎜、カウンター厚：6～30㎜

給湯

給水水栓

とじる

止水栓

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

Aはガス給湯器の最低作動圧力です。

A＋0.08MPa(流動圧)

SF-WM型、SF-WL型

0.75MPa(静水圧)

JF-AF型、JF-AG型

A＋0.10MPa(流動圧)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.08MPa(流動圧)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動圧)：給湯器設定温度 42℃

最低必要圧力

最 高 圧 力

水栓本体の取付け

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

給湯圧力は水栓直前における流動圧です。

（呼び8、24）が必要です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

止水栓と点検口を設けてください。

補強材を使う場合
●カウンター裏面に補強材を使う場合は、木製のボードを使用してください。珪酸カルシ
ウム板は使わないでください。本体が正しく固定できないことがあります。
　やむをえない事情で珪酸カルシウム板を使用する場合は、別売のA-3811を使用して取り
付けてください。

給水配管と給湯配管を逆に配管しないでください。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

フレキホースの差し直しやストレーナの掃除をする際は必ず湯側水側の
両方の止水栓を閉じてから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害発生の恐
　れがあります。

流量を調節してください。●使い勝手や性能発揮のために 特に水圧が高い場合など、流量が
調節されていないと漏水・破損の恐れがあります。



以下の手順通り、正しく取り付けてください。

【SF-WM型、SF-WL型の場合】

【JF-AF型、JF-AG型の場合】

6.

q上面施工金具の取付け
w水栓本体の取付け
eソケットと止水栓の取付け
r給水・給湯ホースの接続
□通水確認
□泡沫口、ストレーナの掃除
□流量の調節
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2.  施工方法

部品の確認

上面施工金具
ソケット×2

逆止弁ソケット×2

上面施工金具
ソケット×2

逆止弁ソケット×2

ねじ穴

アダプター

アダプターガイド

アダプター

白着色ボルト

ホルダーが
共回りして
カチッとはまる

袋をあけず浄水スパウト
に付けたままお客さまに
お渡しください。

浄水スパウト

スパナでそれぞれのボルトを約1/2回転増締めする。

JF-AF442型　
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SF-WM420型　
SF-WL420型
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C：裏面取付作業
　  必要スペース寸法

図1. 裏面取付作業必要
　    スペース寸法
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中心振分けの場合

図1に示す範囲以内

片側偏芯の場合

200±10mm

φ37±2mm

80～100±10mm
400±10mm 360±10mm

0mm 120～150mm

6～30mm

0～－50mm
30～35mm

A：取付可能穴径
B：取付可能カウンター厚さ
C：裏面取付作業必要スペース寸法
D：給水・給湯止水栓芯々寸法
E：水栓取付面から給水・給湯用止水栓中心までの寸法
F：水栓中心から給水・給湯の止水栓接続中心までの寸法
G：止水栓の標準寸法
H：水栓中心から給水・給湯芯々の中心までの寸法

前面

黒く塗った部分

無着色ボルト 白着色ボルト

無着色ボルトが
上がってくる

白着色ボルト

無着色ボルト

白着色ボルト

無着色ボルト

アダプター

前面

白着色ボルト

無着色ボルト
白着色ボルト

ホルダー

注 意

ポイント
●無着色ボルトは引っかからないように
少し引っぱり上げておく。

●ホルダーがカウンター裏面の障害物に
引っかかり、正しい位置に取付けでき
ない場合は、白着色ボルトを数回左右
に回してください。

上面施工金具は向きに注意して、正しく取り
付けてください。
※正しく取り付けないと水栓本体の固定強度が低
下するなど、不具合の原因となります。

無着色ボルト

水栓取付穴

ホルダー

確 認
4本のガイドが
取付穴に確実
に入っている
こと。

ガイド

注 意
ゆっくり回してください。
※高速回転はしないでください。
正しく施工できなくなる恐れがあります。

各ボルトを交互に締め付け、締付力が
均等になるようにする。

ポイント

注 意
締め付けすぎないでください。

アダプターのぐらつきがないこと。

ポイント

SF-WM420型 SF-WL420型
JF-AF442型 JF-AG442型　

水道水および飲用可能な井戸水(※1)以下

（PF1/2）呼び系径13mm

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押えた配管設備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中に湯温が
　急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

（一般的な行動指示記号です。）

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

PMS-2370(17020)

1.  施工の前に

お客さまに引き渡すときは、取扱説
明書

取　付　条　件

給湯器設定温度

水栓取付穴：φ35～φ39㎜、カウンター厚：6～30㎜

給湯

給水水栓

とじる

止水栓

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

Aはガス給湯器の最低作動圧力です。

A＋0.08MPa(流動圧)

SF-WM型、SF-WL型

0.75MPa(静水圧)

JF-AF型、JF-AG型

A＋0.10MPa(流動圧)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.08MPa(流動圧)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動圧)：給湯器設定温度 42℃

最低必要圧力

最 高 圧 力

水栓本体の取付け

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

給湯圧力は水栓直前における流動圧です。

（呼び8、24）が必要です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

止水栓と点検口を設けてください。

補強材を使う場合
●カウンター裏面に補強材を使う場合は、木製のボードを使用してください。珪酸カルシ
ウム板は使わないでください。本体が正しく固定できないことがあります。
　やむをえない事情で珪酸カルシウム板を使用する場合は、別売のA-3811を使用して取り
付けてください。

給水配管と給湯配管を逆に配管しないでください。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

フレキホースの差し直しやストレーナの掃除をする際は必ず湯側水側の
両方の止水栓を閉じてから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害発生の恐
　れがあります。

流量を調節してください。●使い勝手や性能発揮のために 特に水圧が高い場合など、流量が
調節されていないと漏水・破損の恐れがあります。



抜け止めカバー、固定リング、樹脂キャップを取り外す。

ソケットを止水栓に固定する。

3
1.

2.

固定リングと抜け止めカバーをはめ込
む。

レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り正しく調節してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じている
ことを確認し、給水・給湯の止水栓
を開く。

1

湯側止水栓
　（左）

開 開
水側止水栓
　（右）

漏水確認

漏水確認

1. 3.

2.

閉じる

3.  施工後の調節3.  施工後の調節

給水・給湯ホース

フレキホース

給湯ホース アダプター

アダプター

閉じる

開ける

4
1. 給水・給湯ホースをソケットに差し込む。

回す

泡沫口・ストレーナの掃除

1.

2.

泡沫口の紛失を防ぐため、排水口を布等でおおう。

泡沫口の溝にメダルなどを当てて取り外し、水で掃除する。

3. 泡沫口の溝にメダルなどを当てて、右に止まるまで回し取り付ける。

カバーリング背面のボタンを押しながらカバー
リングを180°回す。

カバーリングの穴の位置を皿小ねじに合わせ、
皿小ねじを外し、本体を抜く。

正規の位置

抜け止めカバー

固定リング

q

w

パッキン
樹脂キャップ

ソケット

止水栓

パッキン

ソケット

給水ホース
キャップ

給湯ホース

SF-WM型、SF-WL型の場合

泡沫口

板状のもの
（メダルなど）

泡沫口

初期通水のゴミを取り除くため、以下の要領で、泡沫口、ストレーナの掃除
を行ってください。

注 意
●先端のキャップはそれぞれ接続する直前まで外さないで
ください。
※リングに傷がついたり、ゴミがかみ込むことで、漏水
の原因になります。

●横並びにしただけでは、給水・給湯ホースの先端がアダ
プターに干渉し挿入できません。

注 意
水栓全体が回転可能となる前に無理に回さ
ないでください。
※給水・給湯管等が破損し、漏水の原因と
なります。正しく施工できなくなる恐れ
があります。

確 認
水栓本体にぐらつきがないこと。

注 意
インパクトドライバーを使用しないでください。

カチッと音がするまで回す。

ポイント

注 意
パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因となります。

注 意
給水・給湯ホースの差し
間違えに注意してください。

注 意

注 意

必ずソケットを止水栓に固定してから
給水・給湯ホースを接続してください。

Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよ
う注意してください。
※ 漏水の原因となります。

q

w

q

w

ソケット
止水栓

フレキホース

注 意
ホースを曲げる場合
は、曲げ半径30mm以
上確保してください。
※漏水の原因となります。

注 意
はめ損ねに注意してください。
※固定リングが外れると漏水の
原因になるので、必ずしっかり
とはめ込んでください。

注 意
抜け止めカバーははめ
たままにしてください。
※直接固定リングに触れ
るとケガをする恐れが
あります。

曲げ半径は
30a以上

給水・
給湯ホース

確 認
確実に接続されていること。
※接続後に固定リングを回し、
確実にはまっていることを確認
してください。

※給水・給湯ホースを上に引き、
確実に接続されていることを
確認してください。

引いてみる

注 意
高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケドをする恐れ
があります。

湯

水

注 意
泡沫口のパッキンに傷をつけ
ないように注意してください。
※漏水の原因になります。

ゴミ詰まりはないか？

湯と水の流量が同じになるように、
水側の流量調節栓を調節する。

水圧が高い場合は、レバーハンドルを全開にしたときのシャワーの流
量が湯と水でそれぞれ8L/min（1リットルの容器をいっぱいにする
のに約9秒）以下になるよう止水栓で流量調節をしてください。

レバーハンドルを全開にする。1.
2.

3.

※この商品は、ウォーターハンマー低減機構を採用しています。レバーハン
ドルを急に下げると重く感じることがありますが、故障ではありません。

止水栓

ソケット

流量の調整

JF-AF型、JF-AG型の場合

SF-WM型、SF-WL型の場合

JF-AF型、JF-AG型の場合

SF-WM型、SF-WL型

4. 表面についた水滴をふき取り、ヘッドをグリップに差し込む。

5. グリップを持って、ヘッドを右に止まるまで回す。

JF-AF型、JF-AG型の場合

1.

2.

グリップを持って、ヘッドを左に止まるまで回し、引き抜く。

ストレーナについたゴミを、洗剤を使わず、歯ブラシ等でこすり落とす。

PMS-2370(17020)

4.  引渡し前の確認

水栓に浄水カートリッジの入った袋を付けたまま、
お客さまに引き渡してください。

4.  引渡し（JF-AF型、JF-AG型の場合）

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「流量の調節」の項参照。

ハンドルが
右側に
回らない

「流量の調節」の項参照。

使用中、
レバーハンドル
が自然に動く。

⑦

④ねじ

⑦レバーハンドル

①泡沫口

⑤ねじ

⑥ストレーナ

ヘッド

切替ハンドル

切替レバー

ヘッド

グリップ

清潔な
水道水

ストレーナ

ボールなどの器に清潔な水道水をため、ストレーナが沈む程度に浸けて、
軽くすすぐ。

穴窓ヘッド

グリップ

切替レバー

ヘッド

グリップ

止水栓

注 意
回すときに、切替レバーに無理な力を
かけないでください。

注 意
ストレーナが外れた場合は、すぐにつけ直してください。
※外れたままにしておくと、中の機能部分にゴミが侵入
し切替え不良等の原因となります。

●ヘッドはしっかり奥まで差し込む。
●ヘッドの窓とグリップの穴の中心が合う位置で差し込む。

ポイント

確 認
最後まで回り、形や表示が合っているこ
とを確認すること。

注 意
回すときに、切替レバーに無理な力をかけな
いでください。

かたちや表示
が合っている

かたちや表示
が合ってない

ポイント
以下の場合は、水圧が高く過剰流量になっていることが
考えられます。
　(1)浄水とシャワーがうまく切り替わらない。
　(2)切替レバーの表示と異なる箇所から水が出る。

注 意
水圧が0.20MPaを超える場合は、水側の流量を調節してください。
※水栓の機能が十分に発揮されません。 故障ではありません。

水を止めた後に少しの間水が
垂れますが、切替ユニット内
部に溜まった少量の水が排出
されるためで、故障ではあり
ません。

ヘッド

ポイント



抜け止めカバー、固定リング、樹脂キャップを取り外す。

ソケットを止水栓に固定する。

3
1.

2.

固定リングと抜け止めカバーをはめ込
む。

レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り正しく調節してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じている
ことを確認し、給水・給湯の止水栓
を開く。

1

湯側止水栓
　（左）

開 開
水側止水栓
　（右）

漏水確認

漏水確認

1. 3.

2.

閉じる

3.  施工後の調節3.  施工後の調節

給水・給湯ホース

フレキホース

給湯ホース アダプター

アダプター

閉じる

開ける

4
1. 給水・給湯ホースをソケットに差し込む。

回す

泡沫口・ストレーナの掃除

1.

2.

泡沫口の紛失を防ぐため、排水口を布等でおおう。

泡沫口の溝にメダルなどを当てて取り外し、水で掃除する。

3. 泡沫口の溝にメダルなどを当てて、右に止まるまで回し取り付ける。

カバーリング背面のボタンを押しながらカバー
リングを180°回す。

カバーリングの穴の位置を皿小ねじに合わせ、
皿小ねじを外し、本体を抜く。

正規の位置

抜け止めカバー

固定リング

q

w

パッキン
樹脂キャップ

ソケット

止水栓

パッキン

ソケット

給水ホース
キャップ

給湯ホース

SF-WM型、SF-WL型の場合

泡沫口

板状のもの
（メダルなど）

泡沫口

初期通水のゴミを取り除くため、以下の要領で、泡沫口、ストレーナの掃除
を行ってください。

注 意
●先端のキャップはそれぞれ接続する直前まで外さないで
ください。
※リングに傷がついたり、ゴミがかみ込むことで、漏水
の原因になります。

●横並びにしただけでは、給水・給湯ホースの先端がアダ
プターに干渉し挿入できません。

注 意
水栓全体が回転可能となる前に無理に回さ
ないでください。
※給水・給湯管等が破損し、漏水の原因と
なります。正しく施工できなくなる恐れ
があります。

確 認
水栓本体にぐらつきがないこと。

注 意
インパクトドライバーを使用しないでください。

カチッと音がするまで回す。

ポイント

注 意
パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因となります。

注 意
給水・給湯ホースの差し
間違えに注意してください。

注 意

注 意

必ずソケットを止水栓に固定してから
給水・給湯ホースを接続してください。

Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよ
う注意してください。
※ 漏水の原因となります。

q

w

q

w

ソケット
止水栓

フレキホース

注 意
ホースを曲げる場合
は、曲げ半径30mm以
上確保してください。
※漏水の原因となります。

注 意
はめ損ねに注意してください。
※固定リングが外れると漏水の
原因になるので、必ずしっかり
とはめ込んでください。

注 意
抜け止めカバーははめ
たままにしてください。
※直接固定リングに触れ
るとケガをする恐れが
あります。

曲げ半径は
30a以上

給水・
給湯ホース

確 認
確実に接続されていること。
※接続後に固定リングを回し、
確実にはまっていることを確認
してください。

※給水・給湯ホースを上に引き、
確実に接続されていることを
確認してください。

引いてみる

注 意
高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケドをする恐れ
があります。

湯

水

注 意
泡沫口のパッキンに傷をつけ
ないように注意してください。
※漏水の原因になります。

ゴミ詰まりはないか？

湯と水の流量が同じになるように、
水側の流量調節栓を調節する。

水圧が高い場合は、レバーハンドルを全開にしたときのシャワーの流
量が湯と水でそれぞれ8L/min（1リットルの容器をいっぱいにする
のに約9秒）以下になるよう止水栓で流量調節をしてください。

レバーハンドルを全開にする。1.
2.

3.

※この商品は、ウォーターハンマー低減機構を採用しています。レバーハン
ドルを急に下げると重く感じることがありますが、故障ではありません。

止水栓

ソケット

流量の調整

JF-AF型、JF-AG型の場合

SF-WM型、SF-WL型の場合

JF-AF型、JF-AG型の場合

SF-WM型、SF-WL型

4. 表面についた水滴をふき取り、ヘッドをグリップに差し込む。

5. グリップを持って、ヘッドを右に止まるまで回す。

JF-AF型、JF-AG型の場合

1.

2.

グリップを持って、ヘッドを左に止まるまで回し、引き抜く。

ストレーナについたゴミを、洗剤を使わず、歯ブラシ等でこすり落とす。

PMS-2370(17020)

4.  引渡し前の確認

水栓に浄水カートリッジの入った袋を付けたまま、
お客さまに引き渡してください。

4.  引渡し（JF-AF型、JF-AG型の場合）

「本製品の仕様と条件」の項参照。

「流量の調節」の項参照。

ハンドルが
右側に
回らない

「流量の調節」の項参照。

使用中、
レバーハンドル
が自然に動く。

⑦

④ねじ

⑦レバーハンドル

①泡沫口

⑤ねじ

⑥ストレーナ

ヘッド

切替ハンドル

切替レバー

ヘッド

グリップ

清潔な
水道水

ストレーナ

ボールなどの器に清潔な水道水をため、ストレーナが沈む程度に浸けて、
軽くすすぐ。

穴窓ヘッド

グリップ

切替レバー

ヘッド

グリップ

止水栓

注 意
回すときに、切替レバーに無理な力を
かけないでください。

注 意
ストレーナが外れた場合は、すぐにつけ直してください。
※外れたままにしておくと、中の機能部分にゴミが侵入
し切替え不良等の原因となります。

●ヘッドはしっかり奥まで差し込む。
●ヘッドの窓とグリップの穴の中心が合う位置で差し込む。

ポイント

確 認
最後まで回り、形や表示が合っているこ
とを確認すること。

注 意
回すときに、切替レバーに無理な力をかけな
いでください。

かたちや表示
が合っている

かたちや表示
が合ってない

ポイント
以下の場合は、水圧が高く過剰流量になっていることが
考えられます。
　(1)浄水とシャワーがうまく切り替わらない。
　(2)切替レバーの表示と異なる箇所から水が出る。

注 意
水圧が0.20MPaを超える場合は、水側の流量を調節してください。
※水栓の機能が十分に発揮されません。 故障ではありません。

水を止めた後に少しの間水が
垂れますが、切替ユニット内
部に溜まった少量の水が排出
されるためで、故障ではあり
ません。

ヘッド

ポイント


